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事例紹介
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2 の特長

だれでも簡単に使えるシミュレーター

豊富な活用シーン

新規ライン設計～既存ラインの

改善まで活用可能

多様な生産形態への対応

セル生産・ライン生産等

あらゆるラインを再現可能

多様な課題を解決

ボトルネック特定、

AGV・在庫・人員配置最適化
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3 の特長1-活用シーンの柔軟性

・・・今後対応予定

工程設計 ライン設計 生産計画 生産性評価・改善

3D生産シミュレーション

生産活動

assimee

スケジューラー

システム 工程 レイアウト/生産性 設備 スケジュール策定 現状見える化・課題抽出 改善シナリオ立案・検証 予実管理・分析

assimee

ラインの生産能力比較

AGV台数最適化等

ライン設計時の簡易検証・生産準備

人員配置計画最適化 例：時間ごとシフト、多能工化等

生産リードタイム最適化、段替え最適化

シーン1

既存生産ラインの生産能力評価

ライン改善の事前検証

例：プロセス変更、在庫適正化

能力評価・ライン改善

シーン2

工程稼働率

5％

UP

25％

DOWN

業務工数削減

75％

DOWN

AGV台数

15％

DOWN

事例1 事例1 事例2-1 事例③

事例③

業務工数削減

90％

DOWN

事例2-1, 2-2

事例2-2

在庫適正化による
生産性向上

3％

UP

事例2-2
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4 幅広いユースケースに活用可能

導入会社・部署 活用シーン 課題・背景 導入効果

FAエンジニアリング会社 新設ラインの物流成立性検証

Å設備導入前の新設ラインにおける簡易物流検証を

表計算ソフトで行っていたが検証作業負荷が高く、簡易なシ

ミュレーションソフトを求めていた

業務工数 50 ％削減

自動車部品メーカー
生産技術部
※事例1

新設ラインの成立性検証/AGV導入

Å既存のソフトは、 AGVの台数やルートの優先順位など条件

変更時のトライアンドエラーに時間がかかる

Å使える人が少なく、シミュレーションが活用しきれていない

業務工数 75 ％減
AGV台数 15 ％減

自動車部品メーカー
生産技術部
※事例2-1

既存ラインの改善検証/ 生産性向上

Å 3Dシミュレーターで生産性向上の施策検討

Åボトルネック（トレイ不足）は判明していたが、操作が難し

く改善施策の検証がうまくいかなかった

業務工数 90 ％減
工程稼働率 5 %増

完成車メーカー
生産技術部
※事例2-2

既存ラインの改善検証/
在庫適正化による生産性向上

Å保守作業の周期が変更になって以降、仕掛かり在庫不足

により生産量が減った

Åスペースも考慮した上での、在庫の適正量がわからない

業務工数 90 ％削減
在庫適正化による生産性 3％向上

医療機器メーカー
生産本部

既存ラインの改善検証/ 生産性向上 Å出来高を増やす作業員のセル分担を検証したい。
業務工数 80 ％削減
生産量 5 ％増

完成車メーカー
生技部技術室

既存ラインの改善検証/
最適な生産順序の計算

Åオーダーごとに最適な生産順序を検証したい

Åエクセルで四半期ごとに膨大な検証作業をしている
業務工数 70 ％削減

その他にも人員配置最適化、リードタイム短縮、カーボンフットプリント計算、実データ連携による予実分析等

にも活用できます
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5 の活用事例1 新規ライン設計

生産ラインの再現

活用効果

背景・課題

Å 既存のソフトは、 AGVの台数やルートの優先順位など条件

変更時のトライアンドエラーに時間がかかる

Å 使える人が少なく、シミュレーションが活用しきれていない

アウトプット

業務工数削減

75％

AGVシミュレーター：検証 80時間

assimee：検証20時間

現場でも活用が進み、本事例以外にも

多くの場面にシミュレーションが活用され始めた

AGV台数：20台

最適化後：17台

AGV台数削減

15％

その他効果

交差点一時停止

積込場所

充電場所

一時停止解除

60ｍ 20ｍ

ルートA ルートB

150ｍ

AGV速度=1.5m/s
15ｍ

30s

30s30s

積込2
AGV①

AGV②

充電6 充電5 充電8

交差点1

設定ポイント4

設定ポイント3

交差点2

設定ポイント

AGVの走行ルート・

速度・交差条件を踏まえ、

assimee上のモデルに

落とし込む

②AGVの適正台数を

最適化機能で算出

①シミュレーションの

条件変更がパラメー

ター設定で簡単に

Tier1自動車部品メーカー 生産技術部
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6 の活用事例2-1 既存ライン改善

生産ラインの再現

活用効果

背景・課題

Å 3Dシミュレーターで生産性向上の施策検討

Å ボトルネック（トレイ不足）は判明していたが、操作が難しく

改善施策の検証がうまくいかなかった

アウトプット
業務工数削減

90％

3Dシミュレーター：検証 20時間

assimee：検証1.5時間

現場メンバーが活用することで、現場完結が可能に

検証作業の手戻りが大幅に減少

従来：80％

改善後：85％

工程稼働率

5％

その他効果

トレイの動き
（コンベア）

部品の動き

トレイ総数14枚

機械が稼働し
トレイがコンベ
アに流れていく

空になったトレ
イが１つずつ前
工程に戻る動き

トレイなどの工程間搬送における制約条件を

assimee上のモデルに落とし込む

最適化機能により、トレイの最適枚数を算出

トレイ不足によるボトルネックが解消し生産量が増えた

Tier1自動車部品メーカー 生産技術部
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7 の活用事例2-2 既存ライン改善

生産ラインの再現

活用効果

背景・課題

Å 保守作業の周期が変更になって以降、仕掛かり在庫不足により

生産量が減った

Å スペースも考慮した上での、在庫の適正量がわからない

交換要員：1 人

交換要員待機
場とアンドン

アウトプット
業務工数削減

90％

表計算：検証 16時間

assimee：検証1.5時間

経験値による検証精度のぶれが最小限に

仕掛在庫の定量把握・在庫適正化

部署・役職をまたいだ共通言語化

仕掛在庫：6個

適正化後：9個

在庫適正化による
生産性向上

3％

その他効果

改善前

増産時や仕掛在庫を増やしたパターンなど、様々なシナリオで

シミュレーションしながら適正量を決める

保守作業条件や作業員数の制約条件を

assimee上のモデルに落とし込む

改善後

仕掛在庫がなくなる時間が発生

完成車メーカー 生産技術部

在庫がなくなることがなく
必要量を確保
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8

8

3D生産シミュレーター と の比較

420（90日間）

準備段階（学習コスト） （単位：時間）

（7日間）

実行段階

402 2

再検証

１

計算

１

課題整理等

準備段階、実行段階の両方で大きな工数削減が見込めます

現場とのコミュニケーション/ 工程フロー入力/ シミュレーションモデル化
分析

2 12 0.5 0.5

準備時間削減 98％ 1人あたりでも年間200万円β相当

実行時間削減 85％ 1回の改善PDCAごとに20万円βの削減

β削減時間を時給5千円で換算

テンプレート化

コピー＆ペースト機能

パラメーター一括入力
（CSVインポート）

モデル共有・
インポート機能

ノーコードで直感的な
UI/UX

AIチャット機能
（操作補助）

工数削減を実現する機能 工数削減を実現する特長

生技～製造まで
一貫したモデルの流用

現場～経営層が同じ
数字で議論可能

工数削減を実現する機能

生成AIによる
分析サポート機能

既 存 の ３ D

生 産 S i m

既 存 の ３ D

生 産 S i m
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9 3D生産シミュレーター と の比較表

項目 3D生産シミュレーション assimee

業務・機能面

目的・用途 3Dレイアウト検証・生産性検証 各種最適シミュレーションで決めた工程パラメーターの成立性、生産性の簡易検証、最適化

代表結果（出力変数）

生産数
設総率（不稼働時間）
AGV台数
必要バッファ数

生産数
設備稼働率
在庫数
ボトルネック（ステータス推移）

代表パラメーター（入力変数） 製品によるが基本的に多数 品番、引き当て、生産量、ロットサイズ、AGV経路、AGV台数、ロケ、仕組み

対象業務範囲 工程構想、生産性検証 生産性検証

利用頻度 新製品/ ライン構想段階 新製品/ ライン構想段階、月次の生産計画最適化

1回のシミュレーション
データ入力～モデル作成～結果入力

数日～数週間 数時間～数日

想定ユーザー 生産技術 生産技術

シミュレーション目線
3Dによるプロ向けシミュレーション
人が計算できない数値計算

2Dによるファストシミュレーション
人が計算できない数値計算

UIユーザビリティ面

UI レガシー感のあるUI WEBアプリ（モダンUI）

操作性
非直感的、複雑な操作
操作マニュアル必須・有償講習会への参加要

直感的な操作
操作マニュアル不要

可視化 ややわかりにくい わかりやすい

学習コスト（操作に慣れるまでの時間） 数週間～数か月 数時間～数日

AIサポート機能 なし あり（設定作業自動化、グラフ解説、分析補助）

導入・運用面

カスタマイズ可否 可 条件付きで可能

カスタマイズ必要期間 数週間～数か月 応相談

利用コスト 1,000万程度/ 人 が主流 360万円/5 人（税抜）

その他コスト 運用・保守費、モデル作成委託費用等 なし（利用コストに運用・保守・サポート込み）

機能自動更新 なし （別途費用が発生） あり

提供形態 オンプレが主流 クラウド ※場合によってはプライベートクラウドへの構築も可能
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10 導入前後のサポートサービス - 他社にはない弊社の大きな強み -

下準備
データクレンジング

ラインデータ項目の使用可否判断

モデル化に適したラインの選別

モデリング

データを基にした初期モデルの作成

初期モデルと現場のすり合わせ（現地視察、モデル化に向けたディスカッション）

「パラメーター推定機能」により補完したパラメーターと現場データの確認・照合

分析・

改善検証

結果画面の分析方法共有、分析代行

改善施策の⽰唆出し、立案

改善施策の優先順位付け

改善施策のソフトウェア上の検証

改善施策の結果分析、再試行

導入から定着・自走まで徹底的なサポート体制を強みとしています。
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11 お問い合わせ先

お問合せフォーム URL https://bit-quark.com/inquiry/

こちらのORコードからも

お問合せフォームを確認いただけます。

■ assimee 商品ページ

https://assimee.com

■ assimee 事例ページ

https://assimee.com/blog/

■ assimee 動画ページ

https://www.youtube.com/@aiassimee1283

■ 会社ホームページ

https://bit-quark.com

各紹介サイト

が 貴社の課題を解決いたします！

ご興味・ご質問のある企業様は、お気軽に下記のお問合せフォームからご連絡ください。
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